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1. はじめに 

社会基盤構造物のうち，プレストレストコンクリート（以

下，PC とする）構造物は橋梁等を中心に広く使用されている

が，我が国では高度経済成長期以降に建設された PC 橋の老

朽化が進行している．そのため，こうした PC 構造物を長期に

わたって安全安心に利用するためには，PC 鋼材の変状をいち

早く把握し適切に維持管理することが重要である． 

上記に対して，対象とする構造物を壊すことなく内部の品

質あるいは欠陥を調査する非破壊検査手法として，たとえば，

漏洩磁束法がある．この手法は PC 鋼材の破断検知への適用

が可能とされているものの，実構造物において，検査対象で

ある PC 鋼材の前面に鉄筋が配置されていることが多く，こ

れが漏洩磁束法の適用に与える影響については十分明らかに

されていない． 

そこで本研究では，構造物表面から見て，最外縁に位置す

る鉄筋の背面に配置された PC 鋼材の破断検知に関して基礎

的な検討を行った． 

 

2. PC 鋼材に対し直交方向に配置された鉄筋の影響 

2.1 実験概要 

本研究ではプラスチックおよび木製の実験台に PC 鋼棒お

よび鉄筋を固定したものを供試体とした．供試体概要を図-1

に示す．ここで，PC鋼材は PC鋼棒 26ΦA種 2号，長さ 1000mm

を，鉄筋は D16，長さ 1800mm を使用した． 

磁束密度の計測装置として，鋼材を磁化する（以下，着磁

とする）ための永久磁石およびコンクリート表面を想定した

位置での磁束密度を計測する（以下，測定とする）ための磁

気センサを使用した．着磁および測定方法の概要を図-2 に示

す．着磁および測定は PC 鋼材の直上かつ鉄筋表面から 60mm

上方の位置において行った．なお，本研究では PC 鋼材に対し

直行方向に配置された鉄筋の影響を軽減する目的で，着磁後

に PC 鋼材直上から 300mm 離れた位置で磁石を移動させた

（以下，整磁とする）． 

2.2. 実験結果 

 PC 鋼棒が破断している場合の整磁前後の測定磁束密度を

比較するために，着磁後および整磁後の測定結果を図-3 に示

す． 

鉄筋配置位置（図-3 における X=800～950mm）で発生する

極大値による S 字カーブの最大値と最小値の差（図-3 で矢印

により示した）の絶対値を表-1 に示す．また，整磁後の破断

位置（図-3 における X=800～1200mm）で確認できる磁極の磁

化ピーク差も合わせて示す． 

  

 
図-1 供試体概要 
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図-2 着磁方法および測定方法 
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表-1  S 字カーブの最大値と最小値の差の絶対値と 

破断位置での磁化ピーク差 

S 字カーブの最大値と最小値の差の

絶対値（µT） 

破断位置での 

磁化ピーク差

（µT） 整磁前 整磁後 

59.1 23.5 119.4 

 

整磁を行うことにより，鉄筋が配置されている範囲（X=10

～1635mm）およびその近傍において，測定磁束密度が小さく

なった．また，鉄筋配置位置で確認される極大値によって発

生する S 字カーブの最大値と最小値の差（図-3 で矢印により

示した）の絶対値が小さくなることが確認された．加えて，

破断位置において整磁を行うことで磁極が確認できるように

なった．このとき確認できる磁化ピーク差は，S 字カーブの

最大値と最小値の差の絶対値と比較して十分に大きく，両者

を区分できる可能性，つまり，PC 鋼棒の前面に直行方向に鉄

筋が配置されている場合，整磁を行うことで破断の有無を判

断できる可能性が示唆された． 

 

3. PC 鋼材に対し平行方向に配置された鉄筋の影響 

3.1 実験概要 

2.1 と同様の鋼材，実験台および装置を用いて対象とな

る PC 鋼棒前面に平行方向に鉄筋が配置されている場合の漏

洩磁束法を用いた破断診断手法について検討した．供試体概

要を図-4 に示す． 

本検討では，図-2 に示すように PC 鋼棒に沿って着磁およ

び測定を行った後に，鉄筋を暫定的に一旦取り除き，貫通型

の脱磁器を使用して鉄筋の脱磁を行った後，再び元の位置に

配置し測定を行った． 

 

3.2. 実験結果 

 測定結果を図-5 に示す．鉄筋ありのグラフでは，破断位置

で磁極が確認できなかった．しかし，鉄筋脱磁後のグラフで

は，鉄筋なしの場合と比較して磁化ピーク差は減少するが，

破断位置において磁極が確認できた．従って，鉄筋の脱磁を

行うことで鉄筋に付与された磁化の影響が軽減できることが

明らかになった．つまり，鉄筋に付与された磁化のみ脱磁を

行うことができれば，PC 鋼材の破断を検知できる可能性が示

唆された． 

 

4. まとめ 

1) 破断している PC 鋼棒前面に直交方向に鉄筋が配置され

ている場合，整磁を行うことで鉄筋の影響が軽減でき，

破断位置において磁極が確認できた． 

2) 破断している PC 鋼棒前面に平行方向に鉄筋が配置され

ている場合，鉄筋に付与された磁化のみ脱磁することで

破断位置において磁極が確認できた． 
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図-4 供試体概要 
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図-3 測定結果 
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図-5 測定結果 
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